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平
成　

年
は
、
市
内
で　

件
の
火
災
が

16

27

発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
建
物
火

災
が　

件
、
林
野
火
災
が
１
件
、
車
両
火

13

災
が
２
件
、
野
火
な
ど
が　

件
と
な
っ
て

11

い
ま
す
。

　

建
物
の
火
災
原
因
で
は
、
た
ば
こ
の
火

の
不
始
末
（
ポ
イ
捨
て
、
寝
た
ば
こ
な
ど

や
電
気
コ
ー
ド
の
異
常
加
熱
（
束
ね
た
ま

ま
の
使
用
、
電
気
コ
ー
ド
が
家
具
な
ど
の

下
に
な
っ
て
い
る
な
ど
）
な
ど
が
多
く
、

工
場
や
倉
庫
で
は
、
溶
接
機
な
ど
に
よ
る

火
花
が
主
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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一
定
の
面
積
以
上
の
商
店
や
事
業
所
な

ど
は
、
消
火
器
や
火
災
報
知
機
な
ど
の
消

防
用
設
備
の
設
置
が
、
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
、
毎
年
、
消
防
職
員
が
適
正
に
設
置

さ
れ
て
い
る
か
立
入
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢

者
な
ど
の
住
宅

を
訪
問
し
、
こ

ん
ろ
や
暖
房
器

具
が
正
し
く
使

用
さ
れ
て
い
る

か
を
点
検
し
、

火
災
予
防
を
呼

び
掛
け
て
い
ま

す
。�
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火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、

迅
速
・
安
全
に

避
難
で
き
る
よ

う
事
業
所
や
学

校
、
町
内
会
な

ど
で
避
難
訓
練

の
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
防

火
懇
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
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火
災
は
、
出
火
後
の
数
分
間
が
被
害
の

大
き
さ
を
決
め
る
大
切
な
鍵
に
な
り
ま
す
。

　

万
一
の
場
合
は
、
落
ち
着
い
て
消
火
し

ま
し
ょ
う
。

�
消
火
器
の
放
射
時
間
は
、
約　

秒
で
す
。

１５

�
消
火
器
の
放
射
距
離
は
、
３ 
〜 
５ 
�
で

　

す
。

�
消
火
器
で
消
火
で
き
る
の
は
、
天
井
裏

　

に
達
す
る
ま
で
の
炎
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
消
火
器
を
有
効
に
使
い
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
消
火
器
は
、
日
ご
ろ
の
管
理
が

大
切
で
す
。
腐
食
し
た
消
火
器
が
破
裂
す

る
な
ど
の
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。
使
用

期
限
の
切
れ
た
消
火
器
は
早
め
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

◎
消
火
器
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

　

各
地
で
消
火
器
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
だ
と
感
じ
た
ら
、
身
分
証
明
書
の

提
示
を
求
め
た
り
、
は
っ
き
り
と
点
検
な

ど
を
断
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

防火査察消防訓練

ポンプ車

化学車

水槽車

������������	
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合　計その他車　両林　野建　物年

１９件６件１件１件１１件平成１４年

２１件７件２件１件１１件平成１５年

２７件１１件２件１件１３件平成１６年

火災発生件数

主な火災原因

順　　　位
年

３位２位１位

放火、放火の疑いたばこ電気配線平成１４年

こんろ火遊び放火、放火の疑い平成１５年

電気配線溶接機、切断機たばこ平成１６年

）


